
 
 

 

 

 

 

 

 

 

長野県工業技術総合センター（県工技センター）が支援した、新たな環境管理会
計（マテリアルフローコスト会計：ＭＦＣＡ※）手法の導入で、環境負荷の低減とコ
ストダウンを両立し収益向上などの成果を上げた企業が、事例発表します。 
 

成果発表会の概要 
１ 名 称 長野県工業技術総合センター 環境対応技術成果発表会 

２ 日 時 平成２４年３月７日（水）１３：１５～１５：１０ 

３ 会 場 県工技センター 材料技術部門（長野市若里 1-18-1） 

４ 主 催 県工技センター 

共 催 産業技術連携推進会議 上信越公設研ネット環境対応技術分野交流会 

５ 参加料 無料  

６ 対象者 県内中小製造業、中小企業支援機関等（定員 100 名程度） 

 

７ 内 容 

（１）基調講演 

テーマ 県工技センターのＭＦＣＡ普及事業の成果 

         ～企業経営におけるＭＦＣＡ導入効果～ 

     講 師 信州大学経済学部 准教授 関 利恵子 氏 

（２）ＭＦＣＡ手法導入成果の事例発表 

株式会社みやま    （茅野市） 

有限会社金森軽合金  （高森町） 

森食品工業株式会社  （千曲市） 

 

 ８ お問い合せ先  

県工技センター環境・情報技術部門（担当：中村、花岡） 

TEL：0263-25-0790  E-Mail：kankyojoho@pref.nagano.lg.jp 

開催案内の詳細は、次のＵＲＬをご覧ください。 

http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/pdf/kankyo20120307.pdf 

  

※ マテリアルフローコスト会計（Material Flow Cost Accounting の頭文字をとりＭＦＣＡとも呼ばれる） 

環境管理会計の一つで、製造プロセスにおける資源やエネルギーのロスに着目して、そのロスに投入した材料費、

加工費、設備償却費などを“負の製品のコスト”として、コスト評価を行う原価計算、分析の手法。ＭＦＣＡを使っ

て分析、検討されるコストダウン対策は、省資源や省エネにもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

長野県（商工労働部）プレスリリース 平成２４年（２０１２年）２月８日 

工業技術総合センターの「環境対応技術」に関する支援事業を

活用した県内中小企業が、成果事例を発表します 
 

商工労働部 ものづくり振興課 
（課 長） 小林 宰  （担 当） 三島誠司 
電話：026-232-0111（内線 2939） 
    ：026-235-7196（直通） 
ＦＡＸ：026-235-7197 
E-mail：mono@pref.nagano.lg.jp 

工業技術総合センター 環境・情報技術部門 
（部門長） 田口宗治   （部 長）中村正幸 
（担  当） 花岡健一 
電話：0263-25-0790（代表） 

：0263-25-0997（直通） 
ＦＡＸ：0263-26-5350 
E-mail：kankyojoho@pref.nagano.lg.jp 

http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/pdf/kankyo20120307.pdf

